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救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
川
越
地
区
消
防
組
合
の
救
急
出
場
件
数
は
、
一
万
三
千
七
百
九
十
六
件
で
し
た
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
理
由
の
中
に
は
、「
軽
い
症
状
で
も
救
急
車
で
行
け
ば
優
先
的
に
診
察
し
て
も
ら
え

る
」「
受
診
予
約
が
入
っ
て
い
る
」「
ど
こ
で
診
て
も
ら
え
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」な
ど
の
不
適
切

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
救
急
車
の
出
動
が
増
え
る
と
、「
激
し
い
頭
痛
・
胸
痛
・
腹
痛
」「
呼
吸
が
苦

し
く
、
顔
色
が
悪
い
」「
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
く
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」「
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る

大
き
な
け
が
」な
ど
、
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
患
者
の
も
と
へ
救
急
車
の
到
着
が
遅

れ
、
助
か
る
命
が
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
や
定
期
的
な
通
院
の
場
合
は
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救

急
車
を
呼
ば
な
い
で
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
救
急
課
　
�
２
２
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全国的にこのようなキャンペーンが実施されています
財団法人全国消防協会が作成したポスターを掲載しています

　
　
救
急
医
療
情
報

　
診
療
可
能
な
病
院
を
電
話
で
案
内
し

て
い
ま
す
。
軽
い
症
状
で
自
分
で
病
院

に
行
き
た
い
が
、
「
ど
こ
で
診
て
も
ら

え
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
」
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
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＊
医
療
相
談
・
歯
科
の
案
内
は
し
て
い

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
指
揮
統
制
課

�
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救
急
車
は
緊
急
車
両
で
す

　
一
一
九
番
通
報
か
ら
救
急
車
を
要
請

す
る
際
に
、
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず

に
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
救
急
車
が
安
全
か
つ
迅
速

に
災
害
現
場
に
到
着
す
る
に
は
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
道
路
交
通
法
で
も
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
指
揮
統
制
課

�
２
２
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消防だより2008.10月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

2008年度全国統一防火標語「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」2008年度全国統一防火標語「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」

全国秋の火災予防運動
期間　11月9日隻から11月15日析

①
寝
た
ば
こ
は
、

絶
対
や
め
る

３つの習慣

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え

や
す
い
物
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な

ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す

住
宅
防
火 
い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

― 

三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策 

―

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

④
高
齢
者
や
障
害
者
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

●
初
期
消
火
の
重
要
性

　
火
災
に
よ
る
被
害
を
小
さ
く
す
る
に
は
、
消
防
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
が
非
常
に
重
要
で
す
。
初
期
の
段
階
で

消
火
で
き
れ
ば
火
災
が
大
き
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
初
期
消
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
炎
が
天
井
ま
た
は
、
自
分
の
身
長
に
達
す
る
ま
で
が
消

火
で
き
る
目
安
で
す
。

●
初
期
消
火
の
要
領

　
①
大
声
で
助
け
を
求
め
る

　
②
一
一
九
番
す
る

　
③
消
火
器
を
持
っ
て
来
る

　
④
消
火
す
る

●
初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
ゆ
っ
く
り
・
慌
て
ず
・
落
ち
着
い
て
」

　
こ
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
忘
れ
ず
に
！

　
姿
勢
を
低
く
し
て
、
熱
や
煙
か
ら
身
を
守
り
、
火
元
に

向
け
て
消
火
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

な
場
合
や
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
火
器
の
使
い
方

　
①
消
火
器
を
火
元
ま
で
持
っ
て
行
く

　
②
消
火
器
上
部
に
付
い
て
い
る
黄
色
の
安
全
栓
を
外
す

　
③
ホ
ー
ス
の
ノ
ズ
ル
を
握
り
、
火
元
に
向
け
る

　
④
レ
バ
ー
を
強
く
握
り
、
消
火
薬
剤
を
放
射
す
る

火災

①

②

③

④

４つの対策

　
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊

い
生
命
と
貴

重
な
財
産
を

守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

① 

知
る
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器

② 

燃
え
な
い
備
え

防
炎
品

まさかに備えて － 防火対策の準備 －

安
全
暖
房
器
具

安
全
調
理
器
具

③ 

消
す
備
え

住
宅
用
消
火
器

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
ご
注
意
を
！

＊
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売

　
が
増
え
て
い
ま
す

＊
消
防
職
員
が
個
人
宅
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災

　
警
報
器
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
す
る
こ
と

　
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
消
防
職
員
が
特
定
の
業
者
に
あ
っ
せ
ん
や
販
売

　
の
依
頼
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
購
入
し
な
い
で
消
防

　
局
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　

消
防
局
予
防
課
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さ
ん
ぱ
く
で
消
防
体
験

　
十
一
月
十
五
日
析
、
十
六
日
隻
に
川
越
運
動
公

園
（
川
越
市
下
老
袋
）
で
行
わ
れ
る
、
川
越
産
業

博
覧
会
で
消
防
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

　
屋
外
展
示
で
は
、
地
震
体
験
・
救
急
車
展
示
・

は
し
ご
車
試
乗
、
屋
内
展
示
（
体
育
館
）
で
は
、

応
急
手
当
て
体
験
・
住
宅
防
火
広
報
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
十
五
日
に
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
か
わ
い
い

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
や
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

＊
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

防
火
講
演
会

　
十
一
月
二
十
七
日
斥
に
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
川
越
市
新
富
町
一
丁
目
）に
お
い
て
東
京
消
防
庁

丸
の
内
消
防
署
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
…
先
着
百
八
十
人

参
加
費
…
無
料

申
し
込
み
…
十
一
月
四
日
惜
〜
十
二
日
戚（
電
話
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
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安
全
装
置
が
つ
い
て
い
る

暖
房
器
具
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
異
常
加
熱
す
る
と
自
動
消
火

・
揺
れ
を
感
じ
る
と
自
動
消
火

・
転
倒
す
る
と
自
動
消
火

　
安
全
装
置
や
機
能
が
付
い

て
い
る
調
理
器
具
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
油
加
熱
防
止
装
置

・
立
ち
消
え
安
全
装
置

・
消
し
忘
れ
消
火
機
能

　
初
期
消
火
に
効
果
を
発
揮

し
、
操
作
が
簡
単
で
す
。

適
応
す
る
火
災

・
普
通
火
災

・
油
火
災

・
電
気
火
災

粉
　

末
　

消
　

火
　

器
…
粉
末
の
薬
剤
が
広
い
範
囲
を

　
　
　
　
　
　
　
覆
っ
て
、
消
火
し
ま
す
。
抑

　
　
　
　
　
　
　
制
効
果
に
よ
り
制
炎
性
に
優

　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す

強
化
液
消
火
器
…
薬
剤
が
霧
状
に
広
が
り
、
火

　
　
　
　
　
　
　
を
消
し
ま
す
。
冷
却
効
果
と

　
　
　
　
　
　
　
浸
透
性
に
優
れ
て
い
ま
す

＊
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
な
ど
も
あ
り
ま

　
す

火を広げない

早く消す

早く知る

火を出さない

　
消
防
法
な
ど
の
改
正
に

よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

＊
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
・
自
動
火
災
報
知
設
備

　
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

　
煙
に
反
応
す
る
煙
式
と
熱
に
反
応
す
る
熱
式
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
義
務
化
し
た
の
は
煙
式
で
す
。

設
置
場
所
は
？

　
寝
室
お
よ
び
階
段
な
ど
で
す
。
階
段
な
ど
は
、

二
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

購
入
場
所
は
？

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。　

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
、
日

本
消
防
検
定
協
会
の
検
査
に
合
格

し
た
製
品
に
は
、
上
の
「
鑑
定
マ

ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
購
入

の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
火
し
に
く
く
、
燃
え
広
が
る

の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
カ
ー
テ
ン
・
寝
具

類
・
じ
ゅ
う
た
ん
・

衣
類
な
ど
が
普
及
し

て
い
ま
す
。

　
下
の
マ
ー
ク
が
目

印
で
す
。
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、

住
民
の
皆
さ
ん
が
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊

い
生
命
と
貴

重
な
財
産
を

守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

① 

知
る
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器

② 

燃
え
な
い
備
え

防
炎
品

まさかに備えて － 防火対策の準備 －

安
全
暖
房
器
具

安
全
調
理
器
具

③ 

消
す
備
え

住
宅
用
消
火
器

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
ご
注
意
を
！

＊
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売

　
が
増
え
て
い
ま
す

＊
消
防
職
員
が
個
人
宅
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災

　
警
報
器
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
す
る
こ
と

　
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
消
防
職
員
が
特
定
の
業
者
に
あ
っ
せ
ん
や
販
売

　
の
依
頼
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
購
入
し
な
い
で
消
防

　
局
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　

消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２-

０
７
４
４

さ
ん
ぱ
く
で
消
防
体
験

　
十
一
月
十
五
日
析
、
十
六
日
隻
に
川
越
運
動
公

園
（
川
越
市
下
老
袋
）
で
行
わ
れ
る
、
川
越
産
業

博
覧
会
で
消
防
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

　
屋
外
展
示
で
は
、
地
震
体
験
・
救
急
車
展
示
・

は
し
ご
車
試
乗
、
屋
内
展
示
（
体
育
館
）
で
は
、

応
急
手
当
て
体
験
・
住
宅
防
火
広
報
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
十
五
日
に
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
か
わ
い
い

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
や
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

＊
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

防
火
講
演
会

　
十
一
月
二
十
七
日
斥
に
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
川
越
市
新
富
町
一
丁
目
）に
お
い
て
東
京
消
防
庁

丸
の
内
消
防
署
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
…
先
着
百
八
十
人

参
加
費
…
無
料

申
し
込
み
…
十
一
月
四
日
惜
〜
十
二
日
戚（
電
話
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２-

０
７
４
４

　
安
全
装
置
が
つ
い
て
い
る

暖
房
器
具
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
異
常
加
熱
す
る
と
自
動
消
火

・
揺
れ
を
感
じ
る
と
自
動
消
火

・
転
倒
す
る
と
自
動
消
火

　
安
全
装
置
や
機
能
が
付
い

て
い
る
調
理
器
具
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
油
加
熱
防
止
装
置

・
立
ち
消
え
安
全
装
置

・
消
し
忘
れ
消
火
機
能

　
初
期
消
火
に
効
果
を
発
揮

し
、
操
作
が
簡
単
で
す
。

適
応
す
る
火
災

・
普
通
火
災

・
油
火
災

・
電
気
火
災

粉
　

末
　

消
　

火
　

器
…
粉
末
の
薬
剤
が
広
い
範
囲
を

　
　
　
　
　
　
　
覆
っ
て
、
消
火
し
ま
す
。
抑

　
　
　
　
　
　
　
制
効
果
に
よ
り
制
炎
性
に
優

　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す

強
化
液
消
火
器
…
薬
剤
が
霧
状
に
広
が
り
、
火

　
　
　
　
　
　
　
を
消
し
ま
す
。
冷
却
効
果
と

　
　
　
　
　
　
　
浸
透
性
に
優
れ
て
い
ま
す

＊
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
な
ど
も
あ
り
ま

　
す

火を広げない

早く消す

早く知る

火を出さない

　
消
防
法
な
ど
の
改
正
に

よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

＊
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
・
自
動
火
災
報
知
設
備

　
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

　
煙
に
反
応
す
る
煙
式
と
熱
に
反
応
す
る
熱
式
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
義
務
化
し
た
の
は
煙
式
で
す
。

設
置
場
所
は
？

　
寝
室
お
よ
び
階
段
な
ど
で
す
。
階
段
な
ど
は
、

二
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

購
入
場
所
は
？

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。　

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
、
日

本
消
防
検
定
協
会
の
検
査
に
合
格

し
た
製
品
に
は
、
上
の
「
鑑
定
マ

ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
購
入

の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
火
し
に
く
く
、
燃
え
広
が
る

の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
カ
ー
テ
ン
・
寝
具

類
・
じ
ゅ
う
た
ん
・

衣
類
な
ど
が
普
及
し

て
い
ま
す
。

　
下
の
マ
ー
ク
が
目

印
で
す
。
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消
火
・
救
急
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
三
十
七
回
全
国
消
防
救
助
大
会

住
民
指
導
用
資
器
材
を
導
入
し
ま
し
た

特
別
点
検
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

第
二
十
五
回
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会

　
次
の
消
火
協
力
や
救
急
協
力
に
対
し
て
、
消
防
局
長
が
感

謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

◎
建
物
火
災
に
お
い
て
、
近
所
の
方
々
が
一
丸
と
な
り
、
消

火
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
二
日
、
川
越
市
寺
尾
地
内

　
・
川
越
市
寺
尾
　
関
根
勇
さ
ん

　
・
同
　
　
　
　
　
関
根
章
子
さ
ん

　
・
同
　
　
　
　
　
中
村
多
壽
子
さ
ん

◎
救
急
事
案
で
倒
れ
て
い
た
方
に
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救

命
処
置
を
施
し
、
救
急
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
九
日
、
川
越
市
松
江
町
一
丁
目
地
内

　
・
川
越
市
鯨
井
新
田
　
安
田
美
帆
さ
ん

　
・
狭
山
市
中
央
四
丁
目
　
大
岩
辰
裕
さ
ん

　
七
月
十
一
日
、
川
越
市
的
場
北
一
丁
目
地
内

　
・
川
越
市
南
大
塚
　
池
田
由
美
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
総
務
課 

�
２
２
２-

０
７
４
１

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
警
防
課 

�
２
２
２-

５
８
９
１

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
総
務
課 

�
２
２
２-

０
７
４
１

お
お
い
わ

い
け
だ

ゆ

み

こ た
つ
ひ
ろ

や
す
だ

み

ほ

せ
き
ね
い
さ
む

せ
き
ね
あ
き
こ

な
か
む
ら

そ
せ
い

た

ず

こ

第４回定期演奏会

来年2月1日隻
　
や
ま
ぶ
き
会
館
（
川
越
市
郭

町
一
丁
目
）
で
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
消
防
音
楽
隊
は
消
防
職
員
総

勢
三
十
三
人
で
構
成
さ
れ
、
隊

員
は
火
災
・
救
急
・
救
助
業
務

な
ど
の
か
た
わ
ら
、
演
奏
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ

い
。

開
場
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分

開
演
時
間
　
午
後
二
時

　
十
一
月
十
六
日
隻
、
川
越
総

合
卸
売
市
場
（
川
越
市
大
袋
）

で
消
防
特
別
点
検
を
実
施
し
ま

す
。
点
検
当
日
、
朝
八
時
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
総
務
課

�
２
２
２-

０
７
４
１

消防インフォメーション

　
八
月
二
十
三
日
、
埼
玉
県
消
防
学

校
（
鴻
巣
市
）
で
同
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
川
越
市
・
川
島
町
の
代

表
と
し
て
川
島
町
消
防
団
第
四
分
団

が
出
場
し
、
十
五
チ
ー
ム
の
中
、
第

四
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
・
士
気
の
高
揚
・
消
防
活
動

の
発
展
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
火
元
に
見
立
て
た
標
的

を
放
水
で
倒
す
ま
で
の
所
要
時
間
と

操
作
要
領
に
つ
い
て
、
迅
速
さ
・
行
動
の
正
確
さ
な
ど
を
競

い
合
い
ま
す
。

　
川
越
市
消
防
団
・
川
島
町
消
防
団
で
は
、
今
後
も
訓
練
を

重
ね
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
�
２
２
２-

０
７
４
１

　
川
越
市
消
防
団
で
は
、
住
民
指
導
の
一
環
と
し
て
、

消
防
団
員
に
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
さ
せ
、

住
民
の
救
急
普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
訓
練
用
資
器
材
と
し
て
、
蘇
生
訓
練
用
人

形
・
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
蹟
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
「
救
命
率
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、

住
民
の
皆

さ
ん
に
対

す
る
応
急

手
当
て
の

普
及
啓
発

に
役
立
て

て
い
き
ま

す
。

は
し
ご
登
は
ん

ほふく救出

　
八
月
二
十
九
日
、
北
九
州

市
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
に
、

は
し
ご
登
は
ん
に
一
人
・
ほ

ふ
く
救
出
に
三
人
の
隊
員
が

出
場
し
、
い
ず
れ
も
入
賞
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
消
防
救
助
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
防
本
部
か
ら
、
地
区

大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
隊
員
及
び
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
す
。

　
競
技
は
、
は
し
ご
登
は
ん
・
ほ
ふ
く
救
出
な
ど
陸
上
の
部

が
七
種
目
、
基
本
泳
法
・
溺
者
救
助
な
ど
水
上
の
部
が
七
種

目
あ
り
、
各
訓
練
の
安
全
確
実
性
と
迅
速
性
に
つ
い
て
競
い

合
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
日
々
努
力

を
重
ね
、
消
防
救
助
技
術

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

そ
せ
い


